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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

青梅市にある特別養護老人ホームで昭和 63 年８月に開設しました。地域とのつ

ながりを大切にし、今井地区の中の施設、今井苑として親しまれております。 

近隣の保育園の園児や中学校の学生ボランティアも訪れる事もあり職員と利用 

者が家族の様な暖かい雰囲気の中で生活して頂いています。利用者一人ひとり 

に合ったサービスを提供し安心した生活を営めるよう支援しております。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

近年、介護施設では介護マニュアルを作成

し、マニュアルに基づいた統一したサービス

を提供している。 
当施設においても 14 年前より介護マニュ

アルや業務の流れを作成し、職員の統一した

介助、業務に努めている。介護マニュアルや

業務の流れについては随時職員間で話し合い

変更を行ってきたが、介護マニュアルを作

成・更新のみとなっており、新人職員への教

育、一般職員への業務の振り返りなど職員指

導に活用されていない現状があった。 
介護マニュアルの活用を継続しながら、職

員指導へも活用できるツールを確立していき

たいと考え今回の実施に至った。 
 

 《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

マニュアルを基に職員指導へも活用できる

ツールを確立することで以下の効果を期待し

た。 
・統一した介助だけではなく、統一した指導

も職員全体で行なえるようになる。 
・職員がマニュアルというものを身近に感じ、

有効的に活用することができるようになる。 
・定期的にマニュアルの見直しを行っていく

環境を整える。 
 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 
・職員対象にマニュアルについての周知・理

解のアンケートを実施する。 

・現状のマニュアルの見直し、更新を行う。 

・統一した職員指導が出来るようマニュアル

に基づいたティーチングシートを作成する。 

・職員へティーチングシートの使用方法の説

明をする。 

・１年目職員・３年目以上職員・５年目以上

職員など階層別職員に対し指導及び振り返り

を実施する。 

・階層別職員へティーチングシートを用いた

指導を実施してもらう。 

・職員対象にティーチングシート活用に関す

るアンケートを実施する。 

・アンケート内容をふまえたティーチングシ

ートの見直しを実施する。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

・上記３の取り組みを行ったことで各マニュ

アルの整備、マニュアルに基づいたティーチ

ングシートを作成することが出来た。また、

ティーチングシートを用いての指導を階層別

職員にて実際に実践してもらうことで、教え

る立場、教えられる立場双方からの意見を抽

出する事ができ、「誰が見ても分かる指導」を

確立する事ができた。 

今回は業務についてのマニュアルの整備及

びティーチングシートの作成だけとなってし

まったが、今後は全マニュアルの整備及びテ

ィーチングシートの作成を行い、「誰が見て

も、聞いても分かる指導」を確立していきた

い。 

 また、職員への統一した指導の確立を目的

として実施した取り組みであったが、統一し

た介助を行うことができ無駄のない介助や安

心した介助へと繋がった。結果として事故件

数の低下、レク活動時間の増加も図ることが

できた。 

 

 《５．まとめ、結論》 
 今回の取り組みで介護マニュアルの整備及

び指導方法の統一を図ることができた。今後

は、より活用が継続出来る仕組みの構築と

個々に合わせた指導方法の確立が必要不可欠

であると考え、今後も継続して取り組んでい

く。 
 
 

《６．倫理的配慮に関する事項》 
なお、本研究発表を行うにあたり、全職員

にアンケート実施及び口頭にて確認を行い、

本研究発表以外では使用しないこと、またそ

れにより不利益を被ることは無い事を説明

し、回答も持って同意を得たこととした。 
 
 

《８．提案と発信》 
 近年、介護施設において介護マニュアルが

整備され統一されたサービスが提供されるよ

うになっている。 
 しかし、本当に大切なことは一人ひとりの

利用者に合ったサービスを提供することであ

ると考える。その為にも利用者だけではなく

職員個々にあった指導方法を確立し、利用者

一人ひとりの声に耳を傾け、サービスの質の

向上を図り、利用者の笑顔あふれる施設にし

ていきたい。 
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